
インターネット・ラジオ・ステーション

オッターヴァ

OTTAVA

24時間365日
クラシック音楽を中心に
ライフスタイルを提案

http://ottava.jp/



OTTAVA（ottava.jp）のご紹介
OTTAVA(イタリア語のoctave、ひとつ上の価値観を日常生活にお届けしたい、の思いを込めて）

24時間いつでもクラシック音楽が楽しめる、日本でただひとつのインターネット・ラジオ局

現在、リスナーは全世界で50ヶ国に100万人以上。

パソコンやスマートフォン、タブレットなどで、
いつでも、どこでも手軽にクラシック音楽が楽しめます。

従来の「名曲名演奏主義」にとらわれず、
繊細な美意識を持つ日本人の感性に響く楽曲を厳選、
ルネサンス～現代の幅広いレパートリーをお楽しみいただけます。

「日常生活の中に取り込めるクラシック放送局」を実現するために
長い作品は、楽章単位や抜粋でご紹介するなど、
従来の放送とは違う、ユニークなクラシック音楽メディアとなっています。

平日夜や、日曜日などには生放送によるワイド番組があり
プレゼンター（ＤＪ）がリクエストにお応えしたり、
クラシック界の最新情報などをお送りしながら、生放送を実施
リスナーとのコミュニケーションを大切にする「オーソドックスなラジオ局」としても
多くの音楽ファンの支持を集めています。
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OTTAVAの歴史

OTTAVAは2007年4月、TBSがデジタルラジオの実用化試験放送の1チャンネルとして

開局、同時にインターネットでのストリーミング配信をスタートさせました。

パソコンやスマートフォンを通じて、多くのリスナーに、お聴きいただいておりましたが、

TBSが、デジタルラジオへの不参入を決定し,これまで取り組んできたデジタルラジオの

実現に向けた施策を一旦見直すこととなり、2014年4月1日、OTTAVAも6月末での休止を
発表いたしました。

その発表直後から、多くのリスナーや音楽家、クラシック業界関係者から継続を望む

声が上がり、6月、OTTAVAの音源調達先であるナクソスジャパン株式会社が、

その声を受けとめる形で商標・ドメインを引継ぎ、運営会社としてOTTAVA株式会社を

設立いたしました。

TBS の手を離れた7 月1 日からも、同じホームページで24時間の配信を継続させつつ、

新たな環境の整備、新編成の準備等を行い、10 月１日「第2の開局」をスタートしました。

12月、ナクソスジャパンから商標・ドメインをOTTAVA株式会社が受け継ぎ、独立。

2015年1月には千代田区一番町にオフィスを、2月にはスタジオをオープン！
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OTTAVAの特徴

１、名曲/名演奏にこだわらない「流れの選曲」「空気の演出」

OTTAVAの放送スタイルは、1990年にイギリスで誕生し、瞬く間に世界中に広まった
「コンテンポラリー・クラシック・ステーション・フォーマット」と呼ばれています。
名曲全曲をじっくりと聴く、名演奏を聴きくらべる、といった従来のクラシック番組とは違い、
仕事/家事のお供として、車や電車で移動中の方々が、つき合いやすいことを意識し・・・

・楽曲は、ほとんどが10分以内の曲

・大曲は楽章単位、時には抜粋(いいとこどり)で
・ルネサンスから20世紀まで、ドイツ・オーストリア至上ではなく、北欧、南北アメリカなどのクラシックも、幅広くご紹介
・2～3曲連続して曲をかけ.時間帯、天候、季節といった「その日」「その瞬間」を意識した選曲

といった方針での、言わば「流れの選曲」を目指しています。

２、プレゼンターがディレクター！
出演者は“プレゼンター”と呼び、選曲/演出/機械操作などを、すべてひとりでこなします。音楽ジャーナリスト、
ピアニストのほかに、三線プレーヤーやスタジアムDJ(野球場など)といった肩書きのメンバーもおり、
音楽だけでなく、さまざまな話題を織り交ぜて、番組をお届けしています。

現在のプレゼンター陣：

林田直樹（ジャーナリスト）、本田聖嗣（ピアニスト）、ゲレン大嶋（三線弾き）、
森雄一（DJ）、高野麻衣（ライター）、斎藤茂 (OTTAVA)

３、BGM、ジングルは、すべてルネサンス期の声楽曲
音楽が娯楽ではなく、捧げ物だった15～16世紀、ルネサンス時代の声楽曲を、すべての番組のテーマ曲、
BGMなどで使用。
「空気がきれいになった気がする音楽」とご好評をいただいています。
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2014年7月～8月に実施したリスナーアンケート
5,000サンプルによる

※特徴

通常のクラシックメディアと比較して
・女性の比率が高い
・若い（30代～50代が中心）
・自宅以外での聴取も多い（47%)
・スマホ、タブレットでの聴取が多い
（合計で27％）

その他
コンサートに行く回数＝平均5回
1年に購入するCDなど＝平均6枚 など
活発な消費行動を持つリスナーが多い

など
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OTTAVAのWebサイトから
毎月5,000件、1,000万円以上の
インターネットショッピング売上が

発生しています！
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OTTAVA 2015

2014年10月「第2の開局」を行い、独立したOTTAVAは、広告収入に加え、複数の
専門チャンネルの有料配信をスタートするほか、CD、コンサートなどの企画制作、
さらにはリスナーからのサポートなども加え、多角的な運営を目指しています。

１、有料チャンネルの第1弾として、ニコニコ動画に「OTTAVAチャンネル」をオープン！月額￥５４０で
高音質聴取や、番組のオンデマンドサービスを受けられる、ということで順調に、会員を増やしてい

ます。

２、「第2の開局記念」として、リリースさせていただいた3枚のコンピレーションCDが3か月連続でソールド
アウトし、幸先のよいスタートとなりました。

OTTAVA selection (9月)  「朝バッハ」（朝聴きたいバッハを林田直樹が選曲）
〃 （10月） 「午後のギター」（ゲレン大嶋選曲、癒し系ギター曲集）
〃 （11月） 「パリのクリスマス」（本田聖嗣選曲のクリスマスアルバム）

3枚とも、限定1,000枚 楽天市場naxosストア限定で発売し、リリース1週間以内にすべて完売
今後はnaxosだけでなく、多くのレーベルと協業して、CDを制作/リリースして行く予定です。

３、11月7日に行われた「第2の開局記念ガラ・コンサート」にも、たくさんのお客様を
お迎えすることができました。今後は、サロン・コンサートなども、企画、開催させて
いただきたいと考えています。

４、一口¥5,000でOTTAVAのサポーターになって下さるリスナーを募集している「OTTAVA  
Sponsorship」にも400名を超える方々にご参加いただいています。
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新事務所、スタジオ移転について

2015年1月より、下記住所にオフィスを開設、続いて2月にはスタジオも

開設し、ここから放送をしていくことになりました。

〒102-0082  千代田区一番町２５番地 JCIIビル５階

OTTAVA株式会社
Tel: 03-3288-1017   Fax 03-3288-1018

（東京メトロ半蔵門線半蔵門駅下車、4番出口から徒歩1分）

お問い合わせは、斎藤、長野までお願いします。

2015年本格稼働のOTTAVA,何卒よろしくお願いします。
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